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2011年東北地方太平洋沖地震の滑り量遷移域における海底地震計を用いた余震の高
精度震源再決定
Precise aftershock relocation of the 2011 Tohoku earthquake and its relation to regional
slip distribution
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2011年東北地方太平洋沖地震 (Mw9.0)の特筆すべき特徴の一つとして、海溝軸周辺に至るプレート境界浅部での大き
な地震性滑りが起こったことが挙げられる。このような今まで知られていなかった特徴を持つ地震の性質を理解する上
で、正確な余震分布を知ることは不可欠である。特に、本震時の滑り量分布と余震活動域とを比較し、その対応関係を
把握することは、本震の破壊過程の解明にとって重要な手掛かりとなり得る。
そこで本研究では、本震時の最大断層滑り量から小さな滑り量へと遷移する領域である、北緯 37度から 38度にかけ

てのおよそ 150km x 150kmの領域で海底地震計によって観測された余震について、気象庁カタログに基づいて切り出し、
その震源を高い精度で再決定した。そして、得られた余震分布と本震時の滑り量との関係を考察した。使用した海底地
震計は観測点間隔約 25kmで設置された計 20台、観測期間は 2011年 3月 28日から 2011年 7月 12日である。
解析手法としてはまず、それぞれの余震について、各観測点における P波、S波、および堆積層下面で変換された PS

変換波の到達時刻の読み取りを行い、hypomh (Hirata and Matsu’ura, 1987)を用いて震源決定を行った。この時、PS変
換波と P波との到達時間差から決定された、各観測点における観測点補正値を適用した。ここで得られた震源を初期震
源とし、既存の速度構造断面 (Miura et al., 2003)を参照して決めた一次元速度構造を用いて、hypoDD (Waldhauser and
Ellsworth, 2000)により最終的な余震分布を求めた。
震源再決定の結果、本観測域北方での構造探査断面 (Miura et al., 2005)との比較を行うと、大陸プレートと沈み込んで

いる太平洋プレートとのプレート境界の内、20km以浅では余震活動が低調であることがわかった。一方で、20km以深
のプレート境界や上盤である大陸プレートの地殻内では余震が活発に発生していることもわかった。本震時に断層が大
きく滑ったと考えられている領域では、余震活動が低調である傾向が見られる。さらに、滑り量が大きい領域の上端周
辺に位置する海溝軸近くの海洋モホ面付近には、クラスタ状に余震が起こっていることも確認された。
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